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要旨 

諏訪湖湖岸で漂着物を回収し，その発生源の推定を行った．回収された湖岸漂着物には，湖畔で

の人間活動によるものだけでなく，ごみ集積所から飛散したもの，あるいは農地等から流出したと

考えられるものが含まれていた．また，湖岸の漂着物の増減には，降雨や風といった気象イベント

だけでなく，沿岸のヒシの有無も大きく関わっていることが示唆された．  

 

１．はじめに 

現代社会ではプラスチックが大量生産，大量消費

されており，2022 年のプラスチックの生産量は全世

界で 4 億トン，うち 9 割が化石燃料由来とされてい

る（PLASTIC EUROPE, 2023）．また，プラスチック

が本格的に製造され始めた 1950 年から現在までの

べ 83 億トンものプラスチックが生産され，うち 63

億トン以上が処分や廃棄されており，毎年 480 万か

ら 1270 万トンものプラスチックが海洋に流出して

いるという試算もある（Jambeck et al., 2015）．しか

し，その数値は調査によって異なり，正確な実態は

今も不明である．加えて海洋に流出するプラスチッ

クのうち 8 割が陸域由来のものであるとの報告もさ

れている（Sherrington, 2016）．プラスチックの海洋

流出は，利用可能な資源の減少，生物への影響，景

観悪化等を引き起こすため，その対策として，発生

源の把握と陸域からの流出メカニズムを明らかにす

る必要がある． 

長野県中部にある諏訪湖は 31 の流入河川があり，

その流出河川である天竜川は海洋（太平洋）と繋が

っている．諏訪湖の集水域の面積は 531 ㎞²（沖野・

細田，1997）であり，集水域には，岡谷市，下諏訪

町，諏訪市，茅野市，原村，富士見町，計６つの市

町村が含まれている．この 6 つの市町村の人口は 19

万人（総務省統計局, 2024），耕地面積は 59 ㎞²（農

林水産省, 2023），諏訪湖を訪れる観光客は 359 万

人である（長野県観光スポーツ部山岳高原観光課, 

2023）．このように，諏訪湖集水域では人間活動が活

発に行われており，集水域で発生したプラスチック

ごみが諏訪湖の湖岸に漂着しているのではないかと

考えた．本研究では，水域に流出するプラスチック

ごみの削減に具体的な対策を講じることを目的とし

て，諏訪湖湖岸で回収された漂着物を使用用途別に

分類し，その個数と重量を計測した． 

 

２．方法  

気象庁諏訪特別地域気象観測所での観測値に基づ

き作成した風配図（2024 年 1 月 1 日から 2024 年 12

月 31 日）を図１に示す．諏訪特別地域気象観測所の

キーワード：諏訪湖，湖岸漂着物，プラスチック 

Keywords: Lake Suwa, Washed ashore garbage, Plastics 

図１ 諏訪特別地域気象観測所の風配図（2024 年） 
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卓越風向は西北西であり，諏訪湖南東部はその風下

に位置する（図２）．また，諏訪湖南東部に位置する

諏訪市の石彫公園はイベントなどで多くの人が利用

することから，この公園の汀線を湖岸漂着物の調査

地とした（図２）． 

漂着物の定点調査は，2024 年 4 月 19 日と 5 月 30

日，その後，7 月 25 日から 11 月 5 日の間はおおよ

そ 10 日ごと行った．調査は汀線 100 m を歩き，使用

用途が特定可能な原形が保たれている漂着物を回収

した．回収した漂着物は，記録のため個別に写真を

撮影し，水道水で洗浄し数日間屋外で乾燥させた後，

種類別に分類した．回収した漂着物は材質，使用用

途の観点からプラスチック製品とプラスチック以外

に分け，プラスチック製品は，「食品プラスチック」

と「食品関連以外のプラスチック」に，さらに「食

品プラスチック」は，「食品包装袋（軟質プラスチッ

ク）」，「ペットボトル」，「その他食品関連プラスチッ

ク」の 3 つに分類した．また，「食品包装袋」，「その

他食品関連プラスチック」については，内容物を消

費する際に手間を加える必要があるものと，開封し

てすぐに消費できるものをそれぞれ「家庭内で消費

されるもの」，「家庭外で消費されるもの」と定義し

分類した．これら分類ごとに計数と秤量を行い集計

した．また，消費期限表示がある場合はその期限を

記録した． 

諏訪湖では沿岸に浮葉植物であるヒシが夏季に繁

茂する．このヒシ帯にも漂着物が見られたため，諏

訪湖南東部の衣之渡川河口沖で船舶を用い 2024 年

10 月 1 日に漂着物の回収を行った（図２）．この回

収物も，湖岸汀線での漂着物と同様な分類を行い，

種類別に計数を行った． 

 

３．結果  

諏訪湖東岸の調査地での 4月から 11月までの回収

物全体（個数別）の内訳を図３に示す．回収物全体

に占めるプラスチック製品の割合は 82％と，回収物

図２ 諏訪湖南東岸の調査地（下は拡大図） 

国土地理院地図より作成 

図３ 回収された湖岸漂着物の

分類別割合（n=357） 
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の多くがプラスチック製品であった．プラスチック

製品の内訳は，食品包装袋が 29％，ペットボトルが

21％，その他食品関連プラスチック容器が 10%，食

品関連以外のプラスチックが 22%であった．食品関

連のプラスチックは回収物全体の60％を占めていた． 

食品包装袋のうち「家庭内で消費されるもの」の

割合を図４に，その他食品関連プラスチックのうち

「家庭内で消費されるもの」の割合を図５に示す．

回収できた個数が多く（n=99），利用用途が推測しや

すい食品包装袋のうち 22％が「家庭内で消費される

もの」であった．同様に，その他食品関連プラスチ

ック（n=81）のうち 42％が「家庭内で消費されるも

の」であった． 

食品関連以外のプラスチックのうち，苗ポットの

占める割合が 38％と最も高かった．苗ポット以外に

も肥料袋といった農業に関連するプラスチックも回

収された． 

調査地での回収物全体（重量）の内訳を図６に示

す．回収されたプラスチック製品は重量で見ると食

品包装袋が 5％，ペットボトルが 33％，その他食品

関連プラスチックが 14％，食品関連以外のプラスチ

ックが 27％であった．食品包装袋の割合は個数では

29％であったが重量では 5％に留まった．一方，ペ

ットボトルの割合は個数では21％であったが重量で

は 33％を占めていた．この要因として，１試料あた

りの重さの違いが挙げられる．食品包装袋１つ当た

りの平均重量が 2.1 g であったのに対し，ペットボト

ルの平均重量は 19.2 g であった． 

ヒシ帯での回収物の個数別の内訳を図 7 に示す．

ヒシ帯での回収物のうち食品包装袋が 9％，ペット 

図４ 回収された食品包装袋の 

分類別割合（n=99） 

図５ その他食品関連プラスチックの分

類別割合（n=81） 

図６ 回収された湖岸漂着物の分類別

割合（重量）（総重量：2157.8g） 
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図８ 定点調査を行った諏訪湖湖岸での回収物数の変化 

図９ 諏訪特別地域気象観測所における降水量の変化（2024 年） 気象庁 HP より作成 

図７ ヒシ帯回収物の分類別割合（n=142） 

  右下の写真は調査を行ったヒシ帯    
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ボトルが 27％，その他食品関連プラスチックが 15％，

食品関連以外のプラスチックが 16％であり，これら

プラスチック製品は回収物の 68％を占めていた（図

７）．定点調査の回収物（図３）と比較すると，ヒシ

帯の方がペットボトルとプラスチック以外の割合が

それぞれ 6％，14％高かった．ヒシ帯で採取したプ

ラスチック以外の漂着物の大部分はアルミ缶であっ

た． 

定点調査を行った 2024 年 7 月 25 日から 11 月 5

日の間の，調査日ごとの回収物数を図８に示す．期

間中，回収物が 10 個未満であった日が多く，10 個

以上回収された日は，8 月 16 日，10 月 15 日，11 月

5 日の 3 日のみであった．なかでも 11 月 5 日は突出

して数が多く，その数は 203 個であった． 

定点調査を行った 2024 年 7 月 20 日から 11 月 5

日の間の降水量を図９ に示す．降水量は 8 月 7 日と

11 月 2 日に多く，それぞれ 58 mm と 81.5 mm であっ

た． 

定点調査で比較的回収物数の多かった8月16日と

11 月 5 日について，直前 5 日間の卓越風向を確認し

たところ，8 月 12 日は西，8 月 13 日は西，8 月 14

日は西北西と南，8 月 15 日は西北西，8 月 16 日は北

北西であった．また 11 月 1 日は南東，11 月 2 日は

西北西，11 月 3 日は西北西，11 月 4 日は南東，11

月 5 日は西北西であった． 

調査地にて回収された食品包装袋とペットボトル

の消費期限表示年を確認したところ，食品包装袋と

ペットボトル，どちらも 2018 年以降の比較的新しい

ものが多く，特に 2024 年と記載されたものが最も多

かった（図１０）． 

 

 

４． 考察 

4.1 漂着物の起源 

諏訪湖湖岸で回収された漂着物のうち，食品包装

袋，その他食品関連プラスチックには「家庭内で消

費された」と考えられるものが，それぞれ 22%，42%

含まれていた（図４，図５）．これらは，河川敷など

に不法投棄された家庭ごみの可能性もあるが，諏訪

湖流入河川の近くにはごみ集積所があるため，意図

せず集積所から飛散したごみが河川を通じ諏訪湖に

流入した可能性もある．実際，カラスによるごみの

散乱も確認されたことから（図１１），湖岸で回収さ

れた「家庭内で消費された」食品プラスチックは，

ごみ集積所に由来している可能性がある．また，食

品以外のプラスチックには，苗ポットが 38%含まれ

ていた．これは集水域の農地から流出した可能性が

ある． 

琵琶湖湖岸で行われたごみ調査においても，発泡

スチロールのトレーや園芸用の札が確認されている

（倉茂，2002）．この様に，他地域でも本研究と同様

なごみ流出が発生している． 

陸上由来のプラスチックごみが海洋に流出するル

図 10 回収された食品包装袋およびペットボトルの期限表示年 

図 11 カラスによるごみの散乱 撮影：三上英恵 
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ートとして，①下水や豪雨時の雨水に含まれている

プラスチックの流出，②沿岸部の埋め立て地からの

流出，③道路上のごみの水路を通じた流出，④海辺

利用者のごみの流出，⑤工業プロセスからの流出が

挙げられている（枝廣，2019）．本研究は原型をとど

めているものに限定した調査ではあるが，海洋と同

様に，上述の③④といったプラスチックごみが湖沼

へ流出する経路が存在することが示唆された． 

中嶋（2019）は，収集，輸送，処理，廃棄という

一連のごみ処理のプロセスの中でどれか一つでも十

分に機能していないとごみが漏れ出るとしている．

今回の調査からすると，ごみ集積所でのカラスによ

るごみの散乱も，諏訪湖へのプラスチックごみの流

出の要因の１つとなっている可能性がある．諏訪湖

湖周の岡谷市，下諏訪町，諏訪市では，2025 年 4 月

よりプラスチック資源として，容器包装プラスチッ

クと製品プラスチックを同じカテゴリーで回収する

こととなっている．これによって，「燃やすごみ」と

して扱われていた容器包装プラスチックが，カラス

によって環境中へ漏れ出ることが減少すると考えら

れる． 

農業用の苗ポットは廃棄物として他の農業用プラ

スチックとともに業者によって回収されている．一

方，一般家庭から出される苗ポットは，諏訪湖湖周

の 3 市町では「燃やすごみ」として扱われており，

両者の回収方法の違いが，その諏訪湖への流出につ

ながっているかもしない． 

 

4.1 漂着物の増減 

調査期間中最も多くの漂着物が回収された 11 月 5

日であるが，調査日直前の 11 月 2 日に 81.5 mm の降

水があった．同様に，27 個の漂着物が回収された 8

月 16 日は，回収前の 8 月 7 日に 58 mm の降水があ

った．降水があると，集水域の道路や水路，あるい

は河川敷に投棄されたごみも降水とともに諏訪湖へ

流入する．また，漂着物の回収を行った 8月 16日と，

11 月 5 日は，いずれも西寄りの風が卓越しており，

両日とも諏訪湖東岸の石彫公園の湖岸に漂着物が打

ち寄せられやすくなっていた．このように，降雨に

ともなうごみの流出と，風によるごみの吹き寄せに

より，8 月 16 日と 11 月 5 日に回収された漂着物が

多くなった可能性が高い． 

しかし，8 月 16 日に比べ，11 月 5 日の方が回収物

数が約 10 倍も多かった（図８）．2024 年 8 月 16 日

から 11月 5日にかけての調査地の写真を図１２に示

す．8 月の調査の際には湖岸に沿って浮葉植物のヒ

シの群落があったが 11 月の調査では湖岸のヒシは

すべて枯れてなくなっていた．また，ヒシ帯を調査

したところ，ペットボトルやプラスチック以外のご

みが，短時間で多数回収された（図７）．これらの事

実から，ヒシ帯は沖から流されてきたごみを一時的

に捕捉し湖岸に漂着させづらくしていると考えられ

る． 

よって，ヒシが枯死し消失した 11 月 5 日は，降雨

にともない諏訪湖に流入したごみが直接沿岸に漂着

したため，より多くの漂着物が回収されたと考えら

れる．また，8 月 15 日には大規模なイベント（花火

大会）があり，8 月 16 日早朝に市民による清掃活動

が行われたため，8 月 16 日の回収物の総数が少なか

った可能性もある． 

 

4.3 まとめ 

本研究を通じ，回収されたプラスチック製容器は

比較的新しいものが多かった（図１０）．これは，プ

ラスチック製容器が湖岸で急速にマイクロプラスチ

ック化しているというよりは，日頃から市民や団体

による清掃が行われているため，諏訪湖湖岸には古

いプラスチックごみが残りにくいと考えられる．そ

れでも，集水域で飛散，流出したと考えられるプラ

スチック製品が諏訪湖湖岸に漂着していることは事

実である．不法投棄は論外であるが，市民一人一人

が，海洋プラスチック問題の当事者として，プラス

チック製品を含めたごみ回収の際には，飛散や流出

防止に努める必要がある． 

図 12 諏訪湖湖岸のヒシの衰退 

8/16 10/15 10/25 11/5 
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